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また、新たな地域医療構想の議論では、介護分野
の代表として構成員に加わり、老健施設の役割を積
極的に発信してまいりました。その結果、老健施設が
地域医療を支える重要な社会資源として位置付けられ
たことは、大きな成果であると考えています。今後、
各都道府県で地域医療構想が具体化される中で、老
健施設への期待はさらに高まるものと確信しています。

一方で、私たちの前には依然として大きな課題があ
ります。

第一は、施設経営の安定です。多くの老健施設が
開設から20年、30年を超え、大規模修繕や設備更新
の時期を迎えています。多額の費用を要するにもかか
わらず、十分な支援制度は整っていません。施設機能
を維持し、安全で質の高いサービスを継続するために
も、大規模修繕への支援制度の充実を国へ強く求め
てまいります。

第二は、利用率の向上です。地域包括ケアの進展
や施設類型の多様化などにより、老健施設を取り巻く
環境は変化しています。地域医療との連携をさらに深
め、急性期・回復期医療から在宅までをつなぐ中核
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このたびの社員総会および理事会におきまして、引
き続き会長を拝命いたしました。会員の皆様からいた
だいた信任の重みを真摯に受け止め、老健施設のさら
なる発展と、会員施設の経営・運営を支えるため、全
力で職責を果たしてまいります。

振り返れば、会長就任からこれまでの12年間は、老
健施設を取り巻く環境が大きく変化した時代でした。
介護報酬の大幅なマイナス改定の議論に始まり、新型
コロナウイルス感染症への対応、物価高騰、人材不足
など、会員施設は幾多の困難に直面してきました。

そのような中、私たちは介護関係団体との連携を強
化するとともに、医療関係団体とも協力しながら、介
護現場の実情を国へ粘り強く訴え続けてまいりまし
た。

その結果、2025年の「骨太の方針」において、公
定価格の引上げやコストカット型政策からの転換、さ
らには介護現場で働くすべての職員の処遇改善が明
記されるなど、大きな前進が実現しました。補正予算
による物価高騰対策や臨時の介護報酬改定も、こう
した継続的な活動の成果であり、会員施設の経営を
支える重要な一歩となりました。
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施設として、老健施設の役割をより一層発揮していか
なければなりません。

第三は、人材確保と生産性向上です。ICTやAI、
介護助手の活用は、人材不足への対応だけでなく、
職員が専門性を発揮できる環境づくりにもつながりま
す。導入支援だけでなく、継続的な運用への支援も
含め、国へ働きかけを続けてまいります。

そして、私が今後の老健施設のあるべき姿として掲
げているのが、松田晋哉副会長提案の「地域包括ケ
アステーション構想」です。

老健施設は、介護保険施設という枠にとどまらず、
介護予防、在宅支援、訪問サービス、障害福祉、災
害対応など、地域の多様なニーズに応える拠点となる
可能性を持っています。医師、看護職、介護職、リ

ハビリ専門職をはじめ、多職種が配置され、地域に
根差した老健施設だからこそ担える役割があります。

人口減少や地域特性は全国一律ではありません。
それぞれの地域で求められる役割を柔軟に担い、地
域包括ケアを支える中核施設へと発展していくこと
が、これからの老健施設に求められる姿であると考え
ています。

社会保障制度が大きな転換期を迎える今こそ、老
健施設の価値を社会へ発信し、その役割をさらに広
げていくことが重要です。

会員の皆様と力を合わせ、現場の声を国へ届け、
老健施設の未来を切り拓いてまいります。引き続き、
皆様のご理解とご支援、ご協力を賜りますようお願い
申し上げます。
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